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Research Qyestion:
紫色といわれて思い浮かべる色は人によって違う

色彩用語に対して対応している色・色に対して対応
している色彩用語は、文化圏が同じ（同じ日本人）
であっても人によって違うと考えるので、色彩用語と
色の関係についてついて調べる。

紫色と赤色をそれぞれ四つ与え、「紫」といわれたと
き、どの紫色を思い浮かべるかについてと、色を二
つ与えそれぞれの色を何色だと思うかについての
合計4つのアンケートをGoogle Formでつくり、
TwitterやInstagramやLINEでGoogle FormのURLを
送って周りの人に答えてもらった。

結果に記したとおり、赤色も紫色も、その色に対し
て思い浮かべる色に人によって差があった。

また、色を見たときにその色が何色だと思うかに
ついても人によって差があった。

つまり、色彩用語にたいして対応している色も、色
に対して対応している色彩用語も文化圏が同じで
あっても人によって違うのだと考えられる。

しかし、色彩用語に対しての色は、赤色も紫色も
四択のアンケートで、票はほとんど二択に分かれ
た。また、その二つの選択肢は似ている色だった
(似ているかどうかは私の主観だが)。

色彩用語に対して対応している色に多少の差は
あるが、日常生活で違和感があるほどではないと
思う。

一方で、色に対しての色彩用語（色を何色だと思
うのかについて）に違いがあるというのは日常生
活に影響があると思う。

例えば、今回の図二の色の帽子をかぶっている
人がいるとして、「青色の帽子」という人もいれば
「紫色の帽子」と言う人もいる。これを紫だと思う
人からすれば「青色」と言われたらどの帽子のこ
とを指しているかわからなくなってしまうだろう。

青・紫のような大雑把な色彩用語ではなくもっと細
かい色彩用語であれば定義がより明確で、人に
よって感覚が違うということは減り、誤解が生まれ
なくなると思う。日常的に色に積極的に触れてい
る人のほうが、色を細分化して分類していると文
献に書いてあった。色彩用語に対しての感覚の
違いを克服するためには日常的に色に関心を持
つ必要があるのだと思った。

0

29

37

2

0

10

20

30

40

1 2 3 4

6

49

13

0

10

20

30

40

50

60

紫 赤 茶

←何色だと思うか

図1.紫といわれてどの色を思い浮かべるか

図2.何色か

「紫といえば」といわれて思い浮か
べる色も、「赤といえば」といわれ
て思い浮かべる色も、ばらつきが
あった。

見た色に対して、何色だと思うか
についてもばらつきがあった。

紫といわれて思い浮かべる色は人によって差があ
るという命題を用いて、色彩用語に対しての感覚は
文化圏が同じ人でも異なるのではないかということ
を調べた。

アンケートを実施した結果、紫色といわれて思い浮
かべる色には差があり、そのほかの結果からも確
かに色彩言語に対しての感覚は、同じ文化圏の人
であっても人によって違うということが分かった。
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